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1. 本誌 は､物性物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため､研 究者 が そ

の研 究意 見 を 自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､石井究 に関連 した

情 報 を速 や か に交換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･

刊 行 され ます ｡ 掲載 内容 は､研 究 論 文 ､研 究会 ･国際 会 議 な ど

の報 告 ､講 義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意見 ､

プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー ス を どで す｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審 査 は行 ない

ませ ん｡但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と

認 め た もの につ いて は､改言丁を求 め､ また は掲 載 を拒絶 す るこ

とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 雑誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため に原 稿 は極 力簡 潔 にお書 き下

さ い ｡

2. 原稿 は 400字詰原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数 式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準

じ､ ミス プ リン トが生 じない よ うに適 当 を処置 を とって下 さい｡

上 ツキ､下 ツキは特 に給 わ しい ものの み を指定 して下 さい ｡

英字 の大､花 文字 ､ ギ リシャの指 定 を忘 れ をい よ うに､ O と a

と0(ゼ ロ)､ uと nと r､ C と e､ I(エ ル)と 1(イチ)､ Ⅹと

×(カケ ル)､ uとV等 が一 番 間違 いやす い ｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい ｡

5. 1行以 内 にお さま らをい可能性 の あ る長 い数式 等 は必ず､改 行

の際 の切 れ 目を赤 で手旨志 して下 さい｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡ 1頁 以 内 に入 らない図 は原則

と して著 者 に返送 し､書 き改 めて い た だ きます｡

7. 投 稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど う して も別刷 が入 用 を場 合

は､投 稿 の際 に所 要部 数 を50部 単 位 で 申込 んで下 さい｡別刷 代

は下 記方式 によ り､現 金 で納 入 して いた だ きます｡

(郵券 によ る受付 はいた しませ ん｡)

p :物研 出来上 り頁 数

Ⅹ :別刷所要部 数

a :別刷 1頁 の代金 3円

b :製 本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代- (ap+b)Ⅹ+ 送 料

別刷代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に糸内めて下 さい｡

それ よ り遅 れた場 合 には遅滞 追徴 金 を請 求 され るこ とがあ りま

す か ら､御注 意下 さい｡

9. 原 稿締 切 日は毎 月20日で原則 と して次 月発行詰 に掲 載 され ま

す｡



ニュ- ス

ニュ-ス

[北海道大学]

U物性談話会

9月29日㈱

10月 6日㈱

[東大教養]

Uセ ミナー

9月30日

[東大物性研｣

し-談話会

9月 2日

9月 9日

9月 12日

9月 14日

9月 14日

9月 16日

9月 17日

9月29日

安岡弘志氏 (物性研 ) ｢M｡SiのNMRとp'sR｣

一丸節夫氏 (東大理 )

｢StronglyCoupledPlasmaの諸問題｣

長岡洋介氏 (基研 ) ｢TTF-TCNQの ordering｣

E.L.Hahn (Univ.Calif)CoherenceEffectsandSomeParauels

betweenSpinMagneticResonanceandQuantumOptics

W.Kaiser (Tech.Univ.Miinchen)DinamicInvestigationofVibra-

tionalModesofPolyatomicMoleculesUsingUltrafastLightPulses

岡本和人氏 (univ.NewSouthWales)電子遷移による核励起 とその

応用

真木和美氏(南カリフォルニア大 )

Instanton in Solid State Physics

D.D.Osheroff (Bell.Labs)SurfaceEnergyofSuperfluid3He

D.F.Brewer (Univ.Sussex)DensityorAbsorbedHelium

A.∫.Leggett(Univ.Sussex)MacroscopicParityNon-Conservation

duetoNeutralCurrents?

I.Rudnick (Univ.Calif)SomeFilmedDemonstrationExperi一

mentsontheSuperfluidPropertiesof4He
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ニュ- ス

[名古屋大学]

o講演会 10月4日

HExperimentsonSupernuid3He"

cornell大学 pror.D.M.Lee

"SomeAspectsorHighResolutionElectronMicroscopy"

ア リゾナ大学 Pror･J･M･Cowley

u談話会 9月28日

"臨界濃度の磁性 〝 北大 ･理 宮原将平氏
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プレプ リン ト案内

プレプリント案内

[東京大学理学部 ･物理 ･久保研究室]

(98) 5. EikoMatsushitaandTakeoMatsubara

TheoryorAnharmonicLatticeVibrationinMetallicFineParticlesHApplication

toM6ssbauerSpectroscopy

(99) 6. ProceedingsortheSymposiumon1/fFluctuations

(TheSasakawaHall,Tokyolト13July1977)

(100) 6. ElliottFlowersandNaokiltoh

TransportPropertiesofDenseMatterII

(101) 9. H.E.Stanley

OntheShapeofaPolymerMoleculeattheGelationThreshold:AnEffective

ClusterDimensionalityanditsconnectionwithPercolationExponents

(102) 9. P.∫.Reynolds,H.E.StanleyandW.Klein

Ghostfields,pal一COnneCtedness,andscaling:exactresultsinone-diemnsional

percolation

(103) 9. M.Tachiki

utrasonicAttenuationinMagneticMaterials

(104) 9. T.YamadaandH.Fujisaka

A DiscreteModelExhibitingSuccessiveBifurcationsLeadingtotheOnsetor

Turbulence

(105) 9. DaijiroYoshioka

EffectofImpurityontheGas-LiquidTypePhaseTransitionofSemimetalS.

FunctuationEffectoftheGas-LiquidTypeTransitionofSemimetalsonGiant

QuantumAttenuation.

(106) 12. KazuhiroMatsuo

BrownianMotiononNonlinearOscillators.- ThePrqjectionOperatorMethod

andItsAppli(ationtoaDoubleWellPotentialOscillator.-

(107) 12. T.Wei,A.F.Garito,C.K.ChiangandN.D.Miro

UnusualSpecificHeatofLinearChainMercuryCompound
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プレプリン ト案内

(108) 16･ B.Mdhlschlegel

Functional-integralApproachtoSomeModelsorSolid-statePhysics

(109) 16･ SatoshiTakadaandEijiroSakai

OnCancellationorFluctuationConductivityinthelncommensuratePeierls

System

(110)22. YoshikazuSuzumuraandHidetoshiFukuyama

EffectofInterchainElectronTransferonthePhaseTransitionofQuasi-One･

DimensionalElectronSystems

(111)22. ∫.A.Tarvin,G.Shirane,R.∫.BirgeneauandH.S.Chen

MagneticExcitationsinanAmorphousFerromagnet

(112)22. ∫.M.Hastings,∫.P.Pouget,G.Shirane,A.∫.Heeger,N.D.MiroandA.G･

MacDiarmid"Phase-Ordering"PhaseTransitionandOne-DimensionalPhonons

inHg3-6AsF6

(113)22. R.A.Cowley,R･J･Birgeneau,G･Shirane,andE･C･Svensson

CriticalScatteringnearthePercolationThreshold

(114) 22. C.Vettier,D.B.McWhan,E.LBloutandG.Shirane

PressureDependenceofMagneticExcitiationsinPrSb

(115)22. Y.Ishikawa,G.Shirane,∫.A.TarvinandM.Kohgi

MagneticExcitationsintheWeakItinerantFerromagnetMnSi

(116)26. AkioKotani

On theRelationship betweenResonantLightScatteringandLuminescence

- ASingularAspectinLocalizedElectron-PhononSystem withLinearlnter-

action-

(117)26. W.Klein,Ii.E.Stanley,S.RednerandP.J.Reynolds

BreakdownorUniversalityintheOne-DimensionalPercolationProblem

(118)26. A.Ⅰ.LarkinandPatrickA.Lee

TunnelingofSolitonsandChargeDensityWavesThrough Impurities

(119)26. HiroshiNamaizawa

Theory ofQuasi-Two-DimensionalQuantum SolidsI.- Two-Dimensional

correlationandtheApplicationto4HeMonolayersAdsorbeduponGraphite
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プレプリン ト案内

(120)26. HiroshiNamaizawa

TheoryofQuasi-TwoIDimensionalQuantumSolidsII.- AnAnisotropicReac-

tion-MatrixApproach-
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掲示板

1. 公募人員

2. 所属部門

3. 専門分野

4.① 着任時期

④ 任期

5. 提出書類

6. 公募締切

7.① 宛先

@ 連 絡 先

名古屋大学理学部物理学教室 教官公募

助教授 1名

物理学教室S研究室 (現在のスタッフは,碓井恒丸,山田一雄,

松浦民房,金吉敬人,三宅和正の 5名 )

物性基礎論

なるべ く早い時期 を希望

7±2年

履歴書,研究歴,業績 リス ト,主要論文別刷,研究計画, もし推

薦のある場合は推薦書

1978年 2月20日

〒 464 名古屋市千種区不老町

名古屋大学理学部物理学教室

小 林 ひろ美

物理学教室主任 碓 井 恒 丸

Tel (052)781-5111 内線 3533

8. 0 封筒の表に ｢S研応募書類在中｣ と朱記 して ください｡

○ 適任者のない場合は決定を保留 します｡
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編集後記

編 集 後 記

今年の秋は毎 日快晴が続き,11月になって も汗 ばむ程の陽気で,関西では無降雨記録

を作 りました｡天気 が良すぎたせいでもないと思いますが,今月は投稿が皆無であり,

編集員一 同頭 をかかえてしまいました｡編集後記が第一ページを飾 ることになったら醜

態です｡

研究会報告,会議報告 もさることながら,活気ある野心的な投稿論文が雑誌の生命と

いってよい｡読者貴兄の活発な投稿をお煩 いすると共に,特に若手研究者の積極的な発

表 を期待 してお ります｡物性研究は,元は物性論研究 という名で発刊されてお りました

歴史的な経過上 理論関係の論文がほとんどでありますが,研究者がその研究意見を自

由に発表 し討論 しあい,又,研究に関連した情報 を速やかに交換 しあうとい う本誌の目

的のために も実験家側からの論文 も是非お寄せ下さるよう重ねてお煩 い致 します｡又地

方編集委員の方々も,身近な話題等の提供や御意見お送 り下さいますよ うに｡

どうもお願 いが続いてしまいましたが,編集員も物性研究がより充実 した雑誌になり

ますよう努力,がんば ります｡

(T.M.)

ヒ記のように本号は,編集会議の時点では原稿がなかったのですが,その後投稿等が

あ り,結果的には面白い内容で送 り出せてほっとしました｡御脇力戴きました各位に感

謝致 します｡

(T.T.)
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講読規定

個 人講読

1. 会 費 当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます ｡ した が っ て､ 3月

末 まで にな るだ け 1年 間分 会 費 を御支払 い下 さい ｡

なお新規講読 の場 合 は下 記 の会 費以外 に入 会金 と して ､

100円 お支払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1 stvolume

2 ndvolume

2,340円

2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支払 い が困難 の向 きは 1volume分

ずつ で も結構 で す ｡)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利用 の上 御納 入 下

さ い ｡

をお通信 欄 に送金 内容 を必ず､明記 して下 さい｡

3. 雑 誌購読 者以外 の代理 人 が購読 料 を送金 され る場 合 ､必ず購

読 者 本 人の 名前 を明記 して下 さい ｡

4. 誌 代 の支払遅滞三の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 を

く 2Vols.以 上 の誌 代 を滞納 された場 合 には､送本 を停止 す る

こ とに 在って い ます ので御留 意下 さい｡

5. 一括 送本 を受 け る場 合 :個 人購.読 中 に大学 等で一括 配布 を受

け る様 になった場 合 は､必ず ｢個 人購読 中止 ､一括 配布 希望｣

の通 知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す ｡

6. 送 本 先変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変更 等送 本 先 が変 った場

合 は､必ず 送本先変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所 等 で の購 読 及 び個 人で あ って も公 費払 い

の と きは機 関会員 とみ を し､代金 は､1Vol.4,380円､ 1冊

730円 です ｡ この場 合 ､入 会金 は不要 で す ｡ 学校 ､研 究所 の会

費の支払 い は後払 いで も結構 です ｡ しか し購 読 申込 み を され る

時 に支■払 い に必要 を喜寿求 見積 ､糸内品書各 何通 必要 なの か をお知

らせ下 さい｡

をお､ 当会 の言責求 書類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴

校 ､貴研 究 機 関の請 求 善業頁を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連絡 :発行途 上 にあ る volume の購読 途 中

中止 は認 め られ ませ ん ｡ 購読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ

らい に中止 時期 を明記 して ｢購 読 中止 屈｣ を送付 して下 さい｡
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